
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 垂井町立表佐小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月 ５日（日） （表佐地区祭典での太鼓踊り披露） 

平成２６年１０月２５日（土） （三世代親子なかよし祭り） 

 実 施 概 要 
 

表佐地区祭典での太鼓踊り披露（表佐地区祭典） 

保護者、地域人材等を活用した体験学習（三世代親子なかよし祭り） 

 

 
実 施 内 容 

 
 学習・取組の分野 
  □自然   ■歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 ■交流活動 □講演会等 
  ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者 ２００人（なかよし祭り）   計 ２６０人 
（なかよし祭り） 

地域関係者   ６０人（なかよし祭り） 

実 施 状 況 
 

＜表佐地区祭典 太鼓委員会披露＞ 

○ねらい：地域を代表する伝統芸能（県重要無形文化財）を引き継ぐ。子ど

もの時期から伝統文化に慣れ親しみ、ふるさと表佐に対する誇り

と愛着を育む。 

○内 容：子どもたちは,１０月の表佐地区祭典で太鼓踊り保存会の一員と

して、地域の方や中学生と共に、笹の葉踊り･綾踊りを披露した。

また、同時期の表佐地区体育祭では演目のひとつとして全校児童

が一堂に会して表佐太鼓踊りを行った。 
＜三世代親子なかよし祭り＞                     
○ねらい：地域講師を招いた体験活動を通して、地域の方や祖父母・親・子
     の三世代でふれあうことを大切にする。 
○内 容：竹細工・ストーンペインティング・手品・昔の遊び・貼り絵・木

の実を使った工作・紙粘土細工・ポップアップカード・バルーン
アート・ペットボトル工作等、希望の体験活動に家族で参加をし、
作品作りを楽しんだ。 

成果及び課題 
  

    

＜表佐地区祭典 太鼓委員会披露＞ 
・保存会の方を始め、地域の方、中学生と共に太
 鼓踊りを披露した。練習の成果がよく表れ、見
 事な演舞であった。保存会の指導者の方からも
 褒められた。 
＜三世代親子なかよし祭り＞ 
・なかよし祭りの前に祖父母参観授業を行った。
 多くの祖父母の方が参観され、体験活動にも続
 いて参加される方が多かった。 
・参観者が多く、三世代で活動することでふれあ
 う時間を多くもつことができた。 
・どの体験活動でも、親子仲よく一緒に取り組む
 姿が見られ、できあがった作品を大切にしてい
 た。 
・ボランティア参加の中学生が大変意欲的に活動
（コーナー別の司会等）をし、制作や作業も自主
 的に行うなど、小学生にとって見本となるすばらしい姿を見せてくれた。 

 


